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研究成果の概要：

４名の研究者はケニア海岸（南部・北部）、エチオピア、コモロ諸島で毎年（３年間）およそ

１ヶ月の現地調査を行った。現地調査を通じて、これらの地域で生じた、あるいは生じている

暴力的な現象が過去の植民地化の過程で作られた政治的なカテゴリーや経済的な情勢の変化に

よって作られた集団性と不可分の関係にあること、また、現代のネオ・リベラリズム（新自由

主義）やグローバル化の影響を受けていることが示された。
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直接経費 間接経費 合 計

２００６年度 4,000,000 1,200,000 5,200,000

２００７年度 3,900,000 1,170,000 5,070,000

２００８年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000

年度

年度

総 計 11,300,000 3,390,000 14,690,000

研究分野：文化人類学
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キーワード：エチオピア、ケニア海岸、コモロ諸島、植民地主義、難民、集団的悪意、開発と

妖術、文化的想像力

１．研究開始当初の背景
（１）これまでの人類学的研究は暴力を特定
の共同体的の文化的事象として語る傾向に
あったが、現代アフリカにおいて多発してい
る暴力は文化の側面だけでは説明しきれな
い多元性を有して展開していたため、その多
元性の一端を現地調査から明らかにしよう
と試みていた。

（２）現代アフリカの暴力的な現象は、土地、
人権、民族、人種、宗教、世代、貧困など各
地域によって主題化される位相が異なって

いたため、暴力の普遍的メカニズムよりも各
地域で生じた、また生じている暴力が各地域
の人々によってどのような経験として現れ
ているのか、そして、その経験について人々
はどのように語っているのかを知る必要性
があった。

（３）本研究はコマロフ夫妻（人類学者）や
M.マムダニ（政治学者）などの研究に触発さ
れており、現代のアフリカで重要な問題とな
っている暴力的な現象を人類学的に解明し
ていく研究の一つとして組織された。
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２．研究の目的
本研究はアフリカおよび世界各地で生じ

ている暴力の諸相を解明するための人類学
的研究の一環である。以下、本研究課題の具
体的な目的を示しておきたい。

（１）従来、アフリカで生じてきた暴力を語
る際に支配的だった加害者と被害者という
語り口それ自体を問題化し、暴力を多元的に
捉える理論的可能性を探究する。

（２）各研究者がフィールド（ケニア、エチ
オピア、コモロ諸島）で生じた／生じている
暴力的な事象の歴史性を政治や経済の動態
に注目しながら明確にする。

（３）上記（２）で明らかとなる局所的な暴
力の現象と世界的なネオ・リベラリズム（新
自由主義）やグローバル化（世界の画一化よ
りは、世界の格差化としての）との関係を検
討し、現代アフリカで生じている暴力的現象
についての理論化を試みる。

３．研究の方法
（１）本研究では２つのアプローチを起点と
した。

① 第１のアプローチは、政治学者 M.マ
ムダニ（2001）が示した考えに依拠するもの
で、暴力を政治的アイデンティティの観点か
ら検討するものである。マムダニはルワンダ
のジェノサイドにおけるツチとフツの関係
を固定的な被害者（ツチ）と加害者（フツ）
との民族対立とはみていない。彼は植民地化
および独立以降のルワンダの歴史過程の中
で形成されていった人種（非ネイティヴ＝ツ
チ）とネイティヴ（フツ）との市民権獲得を
めぐる闘争の構図そのものの政治性に着目
している。ここには暴力をある民族の宗教的、
文化的本質によって説明するのではない方
向性が政治的アイデンティティという用語
で示されている。このアプローチを政治的ア
イデンティティからのアプローチと呼んで
おく。

② この第１のアプローチは、暴力を共同
体内部の文化として記述してきた従来の研
究の限界を示し、政治的に作られたアイデン
ティティが現代アフリカ社会の暴力をどの
ように誘発しているのかについて検討する
ための有効な視座を与えるが、一方で現地の
人々の暴力に対する社会・文化的想像力の民
族誌的記述の次元を軽視する傾向にある。本
来は個々人が経験するしかない暴力は、なぜ
集団的な憎悪、悪意、敵意などとして民族や
宗教的カテゴリーに結びつく暴力とへ変換

されていくのだろうか。コマロフ夫妻（1999）
は、人々の悪意や憎悪を集団的他者へと向け
ていく領域を社会・文化的想像力と呼び、特
に暴力にも結びつく想像力をオカルト的想
像力として主題化した。第２のアプローチは、
この観点からなされるものであり、社会・文
化的想像力からのアプローチと呼んでおく。

③ 本研究は、上記２つのアプローチを起
点とするが、各研究者が対象とする地域やそ
こで生じている出来事も異なるため、このア
プローチの正当性を実証しようとするもの
ではない。重要なのは、我々の目に暴力と見
える行為や出来事が、どのような歴史的な過
程の中で発動し、また、どのような経緯をた
どったのか。そして、その行為や出来事を現
地の人々はどのように語り、また対処しよう
としてきたのか、その実態を明らかにするこ
とである。そのために、以下のような人類学
的フィールドワークを実施する。

（２）毎年（３年間）、各研究者は最低１ヶ
月以上の現地調査を実施し、各フィールドに
おいてどのような行為や出来事を暴力とし
て認識しているのか、また、その行為や出来
事がどのような位相で語られるのかを明確
にする。また、調査には現地の古文書館や各
地方役場に存在している行政資料等の収集
も含まれている。

（３）毎年（３年間）、最低１回の調査・研
究報告会を行い、上記２点について議論しな
がら研究の方向性を確認する。

４．研究成果
（１）個々の調査研究から、暴力の問題は従
来の人類学が試みてきたように共同体内部
の文化的メカニズムとして語ったり、より広
くその社会の宗教、政治、経済等を含む文化
的システムの問題として理解したりするだ
けでは限界があることが分かった。

① 上記に関する具体的成果は各年の調
査・研究報告会で以下のように示された。ケ
ニア独立期の「シフタ戦争」の影響で生まれ
た海岸北部の「難民」は、それまでのエスニ
ック・グループや人種集団とは異なる性格が
政治的に付与された集団であり、その政治的
性格は現在でもその集団のアイデンティテ
ィの一部となっていることが示されたし（慶
田）、エチオピアで生じた「民族」紛争は、
民族同士の歴史的対立以上に独立国家が作
った新たな行政区によって生じたものであ
ることが歴史的資料と現在のフィールドワ
ークの資料から示された（田川）。また、コ
モロ諸島における共同体の「悪態」が暴力に
は発展せずに共同体の儀礼的な遊びへと転



換されている事例は、同時に、危険を伴うフ
ランス（マルセイユ）への密航者たちの社
会・文化的想像力の領域とも関連していた。
さらに、アンジュアン島紛争の最新のレポー
トを行いながら、メディアによって示される
現地の「暴力」を現地の人々はいったいどの
ように経験するのかという暴力経験そのも
のの性格に関する問題が提示された（花渕）。
一方で、妖術という一見すると共同的的で、
文化的にみえる信仰・実践は、現地の人々に
とっても解決するべき問題であると同時に
植民地政府にとっても解決されるべき問題
となっていた事実を歴史的資料から提示し、
本来は両者の「問題」の水準がまったく異質
だったにもかかわらず、妖術についての異な
る想像力が合わせ鏡のようにお互いを呪縛
し、また規制していく領域が民族誌的に示さ
れた（浜本）。

② このように、各調査地で確認されたア
フリカの暴力は、それぞれの社会の歴史的プ
ロセスにおいて政治的に作られたカテゴリ
ーやアイデンティティと不可分に関係して
いること、ただし、このようなカテゴリーや
アイデンティティは社会・文化的想像力の一
部でもあるためその政治性や歴史性が見え
にくいこと、そして現代のネオ・リベラリズ
ムやグローバル化もまた、これまでとは異な
るひとつの想像力として暴力的な領域に介
入し始めていることなどを本研究の成果と
して示すことができると考えている。

（２）調査研究報告会では、暴力という一見
自明な現象を研究したり、学術的に語ったり
することの困難さがしばしば議論され、暴力
を人類学的に研究する際に留意すべきいく
つかの点が示された。

① 暴力の学術的定義の困難さ
暴力は誰の目にもあきらかな現象であり、

また、道徳的にも許されるべきものではない
ことは自明である、それゆえに普遍的に、学
術的に定義することは難しいのも事実であ
る。例えば、ある暴力は、しばしば他の（対
抗的な）暴力を誘発するし、被害者は加害者
にもなることがあるため、倫理的、文化的次
元における暴力は、それぞれの歴史性を抜き
にしてはそれを概念化したり、理論化したり
するのは危険である。

② 現地の人々にとっての暴力
アフリカはメディアを通して紛争などの

暴力が起きている場所として、しばしばその
暴力性が映像によって示される。しかしなが
ら、当の暴力が生じている場所周辺では暴力
のリアリティが希薄なことも多い。暴力は現
地においても局所的に生じるため、そのリア

リティは語りや映像といった表象を通じて
示されることになる。そのため、暴力の人類
学的研究においては、暴力の多様な表象化を
めぐる力学を解明していく必要があるが、特
にフィールドワークを通じて現地の人々が
どのように暴力を語り、また描きながら表象
化しているのかを丹念に記述していく必要
性が確認された。

③ 理論化について
暴力を共同体内部の文化的事象として説

明するだけでは、現在のアフリカの暴力の多
元性を捉えることはできない。とはいえ、
個々人の生理的、心理的な特性だけでは集団
性や地域性が際立っているアフリカの暴力
を説明することはできないようにも思われ
る。現代社会においては、個人がいくつかの
異なる関係性をどのような集団的アイデン
ティティとして明確にするのかが常に曖昧
になっているからである。おそらく問われて
いるのは、個人がどのように、またどのよう
なものとして集団化されるのかという点で
ある。それはもはや文化だけではなくなって
いる。個々人を集団化していく多元的な環境
の実態とその歴史を理論化していく必要が
ある。
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